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２ 調査研究概要

２．１ 調査研究一覧

区 分 調 査 研 究 名 担 当 部 実施年度 委託元・共同研究機関

１ 行政検査陰性検体に係る病原体検索 微生物部 令 2～ 4

２ 食品中におけるシアン化合物に関する研究 食品薬事部 令 2～ 4

火山活動が大気環境に与える影響に関する調査
３ 大気部 令元～ 3

研究

海域及び流入河川の難分解性有機物に関する調査
４ 水質部 令元～

研究

１ 国設屋久島酸性雨測定所降雨成分等調査 大気部 平 6～ 環境省水・大気環境局

水質部 昭59～ 環境省
２ 化学物質環境実態調査

大気部 平16～ 大臣官房環境保健部

光化学オキシダントおよび PM2.5汚染の地域的・
１ 大気部 令元～ 3 国立環境研究所

気象的要因の解明【国立環境研究所Ⅱ型共同研究】

２ 第6次酸性雨全国調査 大気部 平28～ 全国環境研協議会

沿岸海域における新水質環境基準としての底層溶

３ 存酸素(貧酸素水塊)と気候変動の及ぼす影響把握 水質部 令 2～ 4 国立環境研究所

に関する研究【国立環境研究所Ⅱ型共同研究】

鹿児島湾における植物プランクトンの CODへの
４ 水質部 平30～令 3 鹿児島大学水産学部

影響に関する研究

廃棄物の不適正管理に起因する環境影響の未然防

５ 止に係る迅速対応調査手法の構築 水質部 令 2～ 4 国立環境研究所

【国立環境研究所Ⅱ型共同研究】
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２．２ 調査研究内容

２．２．１ 経常調査研究

（１） 行政検査陰性検体に係る病原体検索〔微生物部〕

医師は感染症法に定める者を診断したときは都道府

県知事に届け出なければならず，当センターでは，届

出に係る診断のための検査を行っている。2018年度は，

麻疹疑い30例，風疹疑い20例の検査を行ったが，その

うち陽性となった例は麻疹0例，風疹4例であり，検査

を行った多くの症例が陰性であった。陰性であった場

合は，対象疾患の原因ウイルス以外の病原体検索は行

っていないため原因は不明のままである。

そこで，感染症法届出疾患と類似した症状を呈する

病原体を明らかにし，当県のより詳細な感染症流行状

況を把握することを目的に，2018年以降に依頼のあっ

た行政検査の陰性検体について，その他の病原体検索

を行うこととし，2020年度は，麻疹疑いで麻疹ウイル

ス陰性であった咽頭ぬぐい液について，エンテロウイ

ルスとアデノウイルスの検索を行った。

（２） 食品中におけるシアン化合物に関する研究

〔食品薬事部〕

シアン化合物を高濃度含有した食品は，シアン化中

毒を引き起こす。近年，シアン化合物を高濃度含有し

た健康食品びわの種茶の流通が確認され，キャッサバ

での食中毒事例も報告された。

そこで，シアン化合物の検査法を確立することで営

業者への指導，健康被害発生時の原因究明，再発防止

等に役立てる。

また，鹿児島県では，びわの葉及びキャッサバ並び

にそれらの加工品等が製造・販売されているが，シア

ン配糖体の含有量についてはこれまでに調査実態がな

いことから，これらの食品中のシアン化合物含有量を

調査し，実態を把握するとともにシアン化合物を高濃

度含有の食品に対しては，加工工程における低減化条

件を検討する。

（３） 火山活動が大気環境に与える影響に関する調査

研究〔大気部〕

粒子状物質は，桜島の火山活動による影響を受ける

と考えられており，微小粒子状物質（以下「PM2.5」と

いう。）及び浮遊粒子状物質（以下「SPM」という。）

が桜島の火山活動から受ける影響の寄与度を明確にす

るため，調査を行っている。

大気中微小粒子状物質（PM2.5）成分測定マニュアル

と同様の手法で火山灰，SPM を成分分析するため，

分析法について検討を行った。

また，有村局及び鹿屋局に PM2.5サンプラを設置し，

14日×4回／年で同時捕集，成分分析を実施し，火山

灰の成分組成と比較を行った。

（４） 海域及び流入河川の難分解性有機物に関する調

査研究〔水質部〕

鹿児島湾では，有機汚濁の指標である化学的酸素要

求量（COD）が環境基本法に定める環境基準を達成

できていない状況が継続しており，生分解が困難な有

機物（難分解性有機物）との関連が考えられる。

本調査研究は鹿児島湾及び流入河川の難分解性有機

物の調査を行い，難分解性有機物の割合や量を求める

ことにより，COD に占める難分解性有機物の推定を

行うことを目的としている。

令和2年度は TOC，DOC，COD，D-COD，BOD を

経時測定し，難分解性有機物に関するデータ蓄積に努

めた。

２．２．２ 受託調査

（１） 国設屋久島酸性雨測定所降雨成分等調査

〔大気部〕

屋久島における降水の実態を把握し，生態系等への

影響について基礎データを得るため，降雨自動採取装

置を設置し，湿性降下物の成分分析を行った。

令和元年度の調査結果（環境省公表データ）を表1

に示す。

表1 令和元年度酸性雨調査結果（屋久島）

単位 年平均 月平均

pH - 4.65 4.40 ～ 4.99

EC mS/m 2.71 1.09 ～ 5.10

nss-SO4
2- µmol/L 14.8 3.0 ～ 54.4

イ
NO3

- µmol/L 7.8 4.6 ～ 17.1

オ
Cl- µmol/L 97.7 33.5 ～ 233.7

ン
Na+ µmol/L 86.3 31.8 ～ 195.4

成
K+ µmol/L 2.5 1.0 ～ 7.5

分
nss-Ca2+ µmol/L 4.1 0.4 ～ 28.8

Mg2+ µmol/L 9.3 3.0 ～ 20.7

NH4
+ µmol/L 6.8 3.5 ～ 14.1

（２） 化学物質環境実態調査〔水質部，大気部〕

環境省が行っている化学物質環境実態調査のうち，

環境残留性の高い物質の一般環境中における残留状況

の経年変化を把握すること等を目的とするモニタリン
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グ調査に参加している。

水質・底質については，天降川及び五反田川で試料

採取を行った。生物については，薩摩半島西岸のスズ

キを入手し前処理を行った。大気については，当セン

ター（鹿児島市）において，ハイボリュームエアサン

プラー及びミニポンプを用いて試料採取を行った。

２．２．３ 共同調査研究

（１） 光化学オキシダントおよび PM2.5 汚染の地域的

・気象的要因の解明【国立環境研究所Ⅱ型共同

研究】〔大気部〕

光化学オキシダント（以下「OX」という。）の現状

把握と前駆物質の OX 生成影響に関する基礎的知見の

取得，PM2.5 の発生源寄与解析や気象解析等による高

濃度要因の解明，さらに，シミュレーションモデルを

活用して，大気汚染物質の挙動の把握と高濃度の生成

要因を明らかにすることを目的として共同研究を行っ

ている。当センターでは，PM2.5 成分データ詳細解析

グループにメンバー登録を行い，PM2.5 濃度に影響を

及ぼす地域特有の汚染源を特定することを目標として

解析を行っている。

（２） 第6次酸性雨全国調査〔大気部〕

日本全域における酸性沈着による汚染実態を把握す

るため，全国環境研協議会・酸性雨広域大気汚染調査

研究部会がとりまとめを行う酸性雨全国調査に参加

し，湿性降下物及び乾性降下物を採取し，分析を行っ

た。

令和2年度の湿性降下物の測定結果を表2に示す。

また，乾性降下物について，当センター屋上に捕集

装置を設置し，1週間ごとに試料を採取し，イオン成

分の分析を行った。粒径別各イオン成分の年平均値を

表3に示す。なお，成分名に付してある（p）は粒子状

成分を，（g）はガス成分を表している。

表2 令和2年度湿性降下物測定結果

（鹿児島県環境保健センター）

単位 年平均 月平均

pH - 4.61 4.07 ～ 4.88

EC mS/m 2.89 1.00 ～ 10.46

nss-SO4
2- µmol/L 10.7 6.2 ～ 26.4

イ
NO3

- µmol/L 8.6 5.3 ～ 21.4

オ
Cl- µmol/L 122.6 21.0 ～ 722.3

ン
Na+ µmol/L 94.9 16.0 ～ 613.4

成
K+ µmol/L 2.5 0.6 ～ 12.9

分
nss-Ca2+ µmol/L 2.7 1.3 ～ 9.8

Mg2+ µmol/L 10.9 2.1 ～ 68.7

NH4
+ µmol/L 11.9 5.7 ～ 24.7

表3 令和2年度乾性降下物粒径別年平均値

（単位：nmol/m3
）

粗大粒子 PM2.5 ガス

SO4
2-
（p），SO2（g） 7.3 31.1 72.9

NO3
-
（p），HNO3（g） 22.7 5.0 9.7

Cl-（p），HCl（g） 36.2 2.3 28.0

Na+ 41.9 5.3 -

K+
1.2 8.9 -

Ca2+ 7.6 1.3 -

Mg2+ 5.9 0.8 -

NH4
+
（p），NH3（g） 6.8 57.9 92.6

（３） 沿岸海域における新水質環境基準としての底層

溶存酸素(貧酸素水塊)と気候変動の及ぼす影響

把握に関する研究〔水質部〕

国立環境研究所及び全国18地方環境研究所が参加す

る本共同研究は，新水質環境基準として類型当てはめ

が検討中の底層 DO の現場測定，及び DO 低下（貧酸

素水塊）要因として考えられる水中の有機物に対する

質的評価，また，海域で有機物の多くを占めている植

物プランクトンの増殖因子である栄養塩（DIN,DIP）

の測定や DON 分解 DIN 生成試験の検討を行うもので

ある。

令和2年度は COD 関連項目の全国統一分析，海域

版 BOD の測定及び多項目水質計を用いた DO 等の鉛

直観測を行った。

（４） 鹿児島湾における植物プランクトンの COD へ

の影響に関する研究〔水質部〕

鹿児島湾では，有機汚濁の指標である化学的酸素要

求量（COD）が環境基本法に定める環境基準を達成
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できていない状況が継続しており，植物プランクトン

の増殖による影響（内部生産）が考えられる。

CODと植物プランクトンの関係性を把握するため，

鹿児島大学水産学部と共同で研究を行っている。

令和2年度は，ピコプランクトンの定量，植物プラ

ンクトンの検鏡及び水質調査を行い，データの蓄積に

努めた。

（５） 廃棄物の不適正管理に起因する環境影響の未然

防止に係る迅速対応調査手法の構築〔水質部〕

国立環境研究所及び全国14地方環境研究所が参加す

る本共同研究は，地方環境研究所の有する各種の調査

手法と現場対応経験を総合化して，事案発生時に実施

すべき調査項目とそのシークエンスを決定するための

プロセスを構築することを目的とする。

令和2年度はオンラインによる会合が開催され，標

準作業書についての意見交換等が行われた。

２．３ 調査研究の評価

２．３．１ 評価制度

調査研究の効率的かつ効果的な実施と活性化及び透明

性の確保を図るため，平成19年度に「鹿児島県環境保健

センター調査研究評価要綱」を制定し，平成19年度から

県庁関係課職員による内部評価委員会を設置し，また，

平成23年度からは外部有識者による外部評価委員会も設

置し，これらの評価委員会における事前評価，中間評価，

事後評価の結果を調査研究に反映している。

なお，評価は区分（事前評価3区分，中間評価4区分，

事後評価4区分）ごとに次の5段階で行っており，各委員

会の評価において，2点以下の項目がある研究について

は原則として内容の見直しを行うこととしている。

5：非常に高く評価できる。

4：高く評価できる。

3：評価できる。

2：あまり評価できない。

1：評価できない。

２．３．２ 調査研究外部評価委員会

表1の専門家及び有識者で構成されている調査研究外

部評価委員会を令和2年10月7日に開催した。

表1 調査研究外部評価委員会名簿

氏 名 職 名

安藤 匡子 鹿児島大学共同獣医学部獣医学科准教授

岩倉ひろみ 鹿児島県薬剤師会常務理事

大西 浩之 鹿児島県医師会常任理事

冨安 卓滋*1 鹿児島大学大学院理工学研究科教授

吉留 俊史*2 鹿児島大学大学院理工学研究科准教授

*1 委員長 *2 副委員長

２．３．３ 評価結果

令和2年度の調査研究外部評価委員会の評価結果は，

全ての評価課題の評価項目において3点以上であった。

評価にあたって，評価委員から出された主な意見を表2

及び表3に示す。

なお，評価内容の詳細についてはホームページ上で公

表している。
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表2 事後評価課題に対する主な意見

調査研究名（実施期間） 主な意見

薬剤耐性菌検索体制の整備に関す ・ 今後本県においてこのような検査体制が確立されていくことは臨床現場にも

る研究 大変有意義である。

（平成29～令和元年度） ・ 時間的に即座に対応可能な体制がとれたらもっとよい。

・ 薬剤耐性を持つ菌と薬剤耐性遺伝子についてさらにデータを収集し，より検

索の精度の向上を目指していただきたい。

・ 新たな検査方法を受け入れる体制を継続していただきたい。

・ この研究成果を公表することで県民の抗菌薬使用への知識が向上することを

期待する。

食品中におけるヒスタミン生成の ・ ヒスタミン等の検出技術が改良できたことは，県民の安心・安全のために非

低減化に関する研究 常に有用である。

（平成29～令和元年度） ・ 製造過程や店頭までの経路などを追跡することができれば，実験による検証

を踏まえ，より実際的な生産者へのアドバイスが可能となるのではないか。

・ ヒスタミン産生細菌の実験については，細菌学的にも興味深く，継続してい

ただきたい課題である。

表3 中間評価課題に対する主な意見

調査研究名（実施期間） 主な意見

火山活動が大気環境に与える影 ・ 火山灰の影響という鹿児島県独自の環境について調査することは重要な課題

響に関する調査研究 と考える。

（令和元～令和 3年度） ・ 火山ガスから生成する PM2.5もあるということで，県内各地での採取も必要な

のではないか。

・ 希土類元素が火山灰の指標となりうることを見出したのは，一定の成果と言

えるが，PM2.5 に対する火山灰の影響を定量的に評価するには，より精度よく分

析することが必要になる。

・ 火山灰の影響を評価するには，様々な可能性を一つ一つ確認して整理してい

く必要がある。

・ もし有害な事象が判明した場合の対応についても検討しておくべきである。
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